
（別紙３）

～ 7年　10月　31日

（対象者数） 22 （回答者数） 14

～ 7年　10月　31日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 継続し、意見を言い合いお互いの⾧所を活かし合う事。

2
子どもたち一人ひとりに合わせた方法で、挑戦、習得、継続
を目指す。

3
自宅では難しい事も、デイの中で経験し、将来に向けて自立
を目指す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
駐車スペース、トイレ等の設備が充実でない事もあるので事
前調査が必要になる。

2

3

○事業所名 しあわせ駅田村

○保護者評価実施期間 7年　10月　1日

○保護者評価有効回答数

7年　10月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 7年　11月　7日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

外出活動の時は様々な事があるので、外出場所に制限がある。
利用児、職員の人員配置次第でできる事や外出内容を制限され
てしまう事がある。

全員が正社員で安定した支援ができていること。 専門職を活かした会議や意見を出し合う

コミュニケーション力を重視し、保護者への伝達（LINE、イ
ンスタ、個別じんぶん）を通して日々の様子をお伝えしてい
る。

他児とのやり取り（貸す、譲る等）を通して社会性を培うよう
に取り組んでいる。

生活力の向上
排泄（便座着座誘導）歩行（介助歩行、立位保持）食事（本人
主体の食事）を促している。

事業所における自己評価総括表公表


